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教　員　名

科　　　　　　目　　　　　　名
材料力学Ⅲ ： Strength of MaterialsⅢ
谷本　昇　: TANIMOTO Noboru

科目コード
3070

 (d)-(1)-④

機械や構造物の部材の設計の基礎となる弾性力学の素養を修得す
る。
このとき、多軸応力状態の概念を重要視する。

到　達　目　標

９つの応力成分を立体図に書くことができ
る。フックの法則の一般式（コーシーの式）
が理解できる。平面問題の簡単な例が理解
できる。円孔をもつ薄板の応力集中率を計
算することができること。

評　価　方　法

①中間試験（40%）、②期末試験
（40%）、③レポート（20%）で評価す
る。
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項　　　　目

中間まとめ

応　力

〃

〃

中間まとめとして試験を実施する。

立体に対する力のつり合いおよび主応力と
主せん断応力を説明する。

平面問題

前　　　　　　　　　　期

最終回に授業評価アンケートを行う。

弾性力学の基礎（井上達雄、日刊工業新聞社）

ひずみ

〃

副担当教員

参　考　書
教　科　書
関連科目

備　　考

授業評価・理解度

 材料力学Ⅰ・Ⅱ、設計製図・CAD

 応用弾性学（大久保肇、朝倉書店）

円孔をもつ無限板の応力の式、極座標表
示および応力集中係数を説明する。

平面ひずみ

応力関数

平面ひずみ状態およびこのときの各関係式
を説明する。

平面問題における簡単な関数形の例を説
明する。

平衡方程式

１次元棒の応力、平板の応力、立体の応力
（９つの応力成分）、応力の表記法、任意方
向の面に生じる応力を説明する。

〃

〃

９つのひずみ成分およびひずみと変位の関
係式を説明する。

〃

〃

まとめ
学習事項全体のまとめを行う。また授業ア
ンケートを行う。

全成分を考慮したフックの法則の導出およ
び成分表示とテンソル表示を説明する。一
般式から１軸応力状態の式の導出を説明
する。

〃

〃 〃

平面応力
平面応力状態およびこのときの各関係式を
説明する。

フックの法則


